
開催日時：
開催場所：大宮法科大学院大学　OLSビル講堂

講演１： 「認知症の薬物治療」
　医療法人社団みどり会　武里病院　埼玉県認知症疾患医療センター

講演２： 「高齢者の心理的特徴と認知症のケア」

総合評点
3.5

(4件尺度)

アンケート
意見あり
（枚）

25

評価記入---4.とても適切　3.適切　2.やや不適切　1.全く不適切　

１－① とても適切 適切 やや不適切 全く不適切 無回答 平均

52 26 0 0 0 3.7

　　　　

１－②特別講演2テーマについて
１－② とても適切 適切 やや不適切 全く不適切 無回答 平均

31 35 4 0 8 3.4

2.講演内容について

　教授・研究科長　長田　久雄　先生

78

アンケート提出数

85

第15回精神科薬物療法勉強会参加者アンケート集計結果

2012年7月8日　(日)9:50～15:30

1-① 特別講演１テーマについて

　特別講演1

92%

研修者数

院長　　大野　智之　先生

桜美林大学大学院　老年学研究科

アンケート回収率

67% 

33% 

0% 0% 0% 

とても適切 

適切 

やや不適切 

全く不適切 

無回答 

40% 

45% 

5% 
0% 

10% とても適切 

適切 

やや不適切 

全く不適切 

無回答 



2 よく理解できた理解できた
やや理解で
きなかった

全く理解で
きなかった

無回答 平均

51 26 0 0 1 3.7

2 よく理解できた理解できた
やや理解で
きなかった

全く理解で
きなかった

無回答 平均

25 42 2 0 9 3.3

特別講演１
3 とても適切 適切 やや不適切 全く不適切 無回答 平均

44 33 1 0 0 3.6

特別講演２
3 とても適切 適切 やや不適切 全く不適切 無回答 平均

29 44 2 0 3 3.4

特別講演２

3. 講演資料について

66% 

33% 

0% 0% 1% 

よく理解できた 

理解できた 

やや理解できなかった 

全く理解できなかった 

無回答 

57% 

42% 

1% 0% 0% 

とても適切 

適切 

やや不適切 

全く不適切 

無回答 

3% 
0% 4% 

32% 

54% 

3% 
0% 

11% よく理解できた 

理解できた 

やや理解できなかった 

全く理解できなかった 

無回答 



4 とても満足 満足 やや不満足 全く不満足 無回答 平均

34 44 0 0 0 3.4

5 大いに役立つ 役立つ
やや役立た

ない
全く役立た

ない
無回答 平均

35 43 0 0 0 3.4

1.講演テーマについて
特別講演１

特別講演2

1

1

1

前置きが長かった 1
２．講演内容について
特別講演１

先生が早口だったのでメモを取るのが大変だった 1

心理学の話を聞くことはほとんどんなかったので興味深かった

5.本研修会で学び今後の業務に役立つか

4. 本研修会の印象について

自分も還暦になり母も喜寿になりと身近に高齢者が増え高齢者の心理
を大切にしなければと強く感じた

話をまとめてほしかった

意見の記載(25)

当院は精神病院で患者の高齢化が進み認知症が増えているので今回の
テーマは良かった

1

44% 

56% 

0% 0% 0% 

とても満足 

満足 

やや不満足 

全く不満足 

無回答 

45% 

55% 

0% 0% 0% 

大いに役立つ 

役立つ 

やや役立たない 

全く役立たない 

無回答 

37% 

56% 

3% 
0% 

とても適切 

適切 

やや不適切 

全く不適切 

無回答 



特別講演２
1

３．講演資料について
特別講演１

カラー印刷ではないので場所によっては読みにくい部分があった 1
特別講演２

見にくかった 1
４.本研修会の印象について

５．本研修会で学び今後の業務に役立つか

６．今後取り上げてほしいテーマ
1

慢性疼痛 1
抑うつ気分 1
うつへのアプローチ、治療、疾患について 1

1

小児科領域 1

1

1

1

1

1

1

発達遅滞等 1
双極性障害の薬
物療法

1

1

1

ECT 1

1

1

診療と関係する法律 1
1

チーム連携医療での薬剤師のかかわり 1

退院後服薬をやめてしまい再入院を繰り返す患者への対応 1
抗精神病薬の変更時の注意点を取り上げて欲しい 1

７．本研修会で気づいたこと、感想・質問
薬物治療薬の整理ができてよかった 1
認知症患者の心理面からのケアの必要性がよくわかった 1

認知症統合失調症の違いと薬物投与方法（治療方法）

小児による精神科領域における薬物療法について

睡眠薬の適正使用

1

ジェネリック医薬品の選択の仕方

統合失調症の薬剤選択

抗てんかい薬の皮膚的障害副作用

薬理学的なことのまとめ

1

循環器系薬物使用ガイドライン

多剤大量療法から単剤化への取り組み

大野先生の話で「効きにくい病気」というイメージが大幅に変わり、
患者と向き合って信頼関係を持てるDrとはぜひとりいれていきたいと
思った。一方で患者のことを包括的にみられないDrには「残念な症
例」を生み出すことになる

抗不安薬、睡眠薬の投与制限について薬剤師としてどう対応すべきか

患者の立場になって周囲をみることを認識できた

今回のように直接の医療機関ではない先生による話も再度行ってもら
いたい

抗菌薬の適正使用

小児の精神科分野

1
少し本題以外の話題にも触れたりと文系と理系の人との話の違いに関
心をもてて、私自身患者と関わっていく上でとても参考になった

1

所々に休憩をはさんでくれて良かった。会場がガラガラで冷房が少し
きつかった

Dr自身が脳梗塞で少し認知気味で説明するのが大変だった。ポイント
が分かりとても助かった

1

分かりやすかった。ポイントを押さえていた様に思われる話の間に挿
入された例え話等良かったと思う

1

プレゼンの画面そのままのコピーで字が小さくて見にくかった。病院
で他の薬剤師に説明する際に再度まとめて作り直さなくてはならない

1

精神病院で実際単剤化が進んでいるのかどうか？他病院の情報もほし
い

1

頭痛



第一三共のビデオもわかりやすかった 1

会場が寒かった 1

1
今回のように直接の医療機関ではない先生による話も再度行ってもら
いたい

研修会は休日しか出れない。平日は仕事がギリギリで研修会へはほと
んど参加できない。私のように遠方から来る者にとっては日、祝日に
もっと研修会を開催してもらいたい。まだまだ難しい問題が散積して
いる状態

1


